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1. 本論文の目的と概要 
 
本論文の目的は、経営組織において、その成員の主体性がいかにして涵養されるのか、
またどのような条件で発揮されるのか、そのメカニズムを明らかにすることである。 
企業活動の現場においても、また個人のキャリア形成においても、こんにちほど主体性
を持った人材が強く求められている時代はない。企業が経営を継続し収益を上げ続けるた
めには、ヒト・モノ・カネといった経営資源の中でも特に重要な人材を最大限に活用する
必要がある。産業のサービス化が進んだ昨今では、従業員ひとりひとりが自ら考えて行動
する、主体的な存在であることが不可欠だからである。また個人のキャリアに目を向けれ
ば、社会・産業構造の変化や、それに伴う個人の価値観の多様化などから、自らのキャリ
アを自ら考え作り上げていく主体的なキャリア形成が求められている。 
しかしながら経営学やキャリアデザインの分野において、主体性とは何か、そして主体
性はどのようにして涵養され、また発揮されるのかといった議論は十分ではなかった。本
論文は大学生を対象とした調査に基づき、以上のような問題意識に答えるべく研究を行う
ものである。 
本論文では、RQ1 主体性とは何か、RQ2 主体性を発揮できるときと発揮できないとき
があるのはなぜか、RQ3 主体性とはいかにして涵養されるのか、という 3つのリサーチク
エスチョンを立てる。RQ1 に対しては先行研究を整理することで本論文での定義を行い、
研究者によって様々であった定義の共通部分を整理している。RQ2 に対しては大学生を対
象として実施したアンケート調査と共分散構造分析から分析を行い、本人が持つ主体性の
傾向と身近に存在する他者との関係のなかで、主体的行動の発揮度合いに違いが見られる
ことを明らかにした。RQ3 に対しては大学生を対象として実施したインタビュー調査を
GTA の手法を用いて分析を行い、主体性が涵養されるプロセスについてカテゴリ関連統合
図を作成し、そのモデル化を行った。 
以上のように本論文では主体性の定義、主体性の発揮条件、主体性の獲得プロセスとい
う 3 つの問いを扱い、大学生を対象とした調査により、一定の結果を出すことができた。
今後、対象を大学生のみならず社会人にも広げ、より妥当性のある理論を構築していくと
ともに、キャリア教育における実践の中でも本理論を適用していくことが課題であると考
えている。 
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本論文の構成は以下の通りである。 
 
第 1章 研究の目的と全体像 
第 2章 リサーチクエスチョンと先行研究のレビュー 
第 3章 本研究の理論と仮説 
第 4章 主体性に関するアンケート調査の概要 
第 5章 大学における学業と主体性の関係 
第 6章 学内課外活動と主体性の関係 
第 7章 学外課外活動と主体性の関係 
第 8章 主体的行動が学生生活や職業観に与える影響 
第 9章 主体性涵養プロセスに関する質的研究 
第 10章 まとめと提言 
 
 
2. 各章の概要 
 
本論文の各章における概要は以下のとおりである。 
第 1 章「研究の目的と全体像」は本論文全体の概要をまとめたものである。経営学やキ
ャリアデザインの分野で主体性が重要視されていることを確認したうえで、リサーチクエ
スチョン 1  主体性とは何か、リサーチクエスチョン 2 主体性を発揮できるときと発揮で
きないときがあるのはなぜか、リサーチクエスチョン 3 主体性とはいかにして涵養される
のか、といった 3つのリサーチクエスチョンについて述べている。 
第 2 章「リサーチクエスチョンと先行研究のレビュー」は先行研究や文献のレビューで
ある。最初にレビューの方針について確認したうえで、リサーチクエスチョン１に対応す
る部分として、①主体性に関する研究の整理と言葉の定義を行う。そして、②経営学（特
に組織行動論の分野）で主体性がどのように取り扱われてきたかの整理、③キャリア理論
や心理学の分野で主体性がどのように取り扱われてきたかの整理、④大学教育において主
体性がどのように取り扱われてきたかの整理、を続けて行っている。 
第 3 章「本研究の理論と仮説」では前章の先行研究レビューの整理を行ったうえで、本
論文での仮説モデル「主体性－主体的行動モデル」の提示を行っている。 
第 4 章「主体性に関するアンケート調査の概要」では、リサーチクエスチョン 2 に対応
する主体性発揮の要因・条件を分析パートとなる。大学生を対象として実施した大学生活
と主体性に関するアンケートの全体像を概観し、各回答についての基本的な結果について
の解説を行っている。 
第 5 章「大学における学業と主体性の関係」は、大学における学業、すなわち授業にお
いて、友達・メンター・ロールモデルといった他者の存在によって主体的な取り組みが増
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えるかどうかについて、共分散構造分析を用いた分析、および考察を行っている。 
6章「学内課外活動と主体性の関係」は、学内課外活動、すなわち部活やサークル活動な
どにおいて、友達・メンター・ロールモデルといった他者の存在によって主体的な取り組
みが増えるかどうかについて、共分散構造分析を用いた分析、および考察を行っている。 
第 7 章「学外課外活動と主体性の関係」では、学外課外活動、すなわちアルバイトや地
域のボランティア団体等の活動において、友達・メンター・ロールモデルといった他者の
存在によって主体的な取り組みが増えるかどうかについて、共分散構造分析を用いた分析、
および考察を行っている。 
第 8 章「主体的行動が学生生活や職業観に与える影響」では、大学における学業、大学
内での課外活動、大学外での課外活動の 3 つの活動における主体的行動が、大学生活の満
足度や働くことへの意識など、学生生活の成果にどのように影響を及ぼしているのかにつ
いて共分散構造分析を用いた分析、および考察を行っている。 
第 9 章「主体性涵養プロセスに関する質的研究」では、大学生を対象として実施したイ
ンタビュー調査について、GTAによる質的研究を行い、リサーチクエスチョン 3に対応す
る主体性涵養のメカニズムに関する分析を行っている。 
第 10章「まとめと提言」は最終章で、研究のまとめおよび理論的および実践的な示唆や
提言として、大学における学生の主体性涵養のみならず、企業経営における人材育成に関
しての適用可能性についても言及している。 
以上 
 
